
私たちは、重い障害を持つ人が地域社会の中で、ひとりの人としてごく当たり前の暮らしをする

ための支援活動をしています。

どんなに障害が重くても、社会の一員として担う役割があることを確認し合い、その社会づくりに

参加していくことで、人として生きることの喜びを体感し、自立生活への夢の実現を目指します。

氷上姉子神社の森に見守られた大高町一色山のこの地に活動を始めて20年余り。

あの頃抱いていた想いは20年経った今もなお、色あせることなく私たちの胸に生き続けている。

誰もが幸せに暮らせる未来づくり。そのために今私たちができることから始めようと歩んできた。

たとえ小さな歩みでもきっと大きな希望につながることを信じてこれからも歩み続けたい。








